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私は、1980年 に NHKに入局 し、最初に世論調査

所 (現、放送文化研究所)に配属されて以来 35年

余 り、世論調査を中心にずっと調査の企画・分析・

報告の仕事に関わ り、40代からは管理職 として、調

査 。研究のマネージメン トや後輩の育成も担ってき

ました。そして 2年前の 10月 に 60歳 となり、定年

退職を迎えました。退職後の今も、契約職員 として、

同じ研究所で 「NHK年鑑」 とい う本の編集の仕事

をしています。

この 35年を振 り返って特によかったと思 うのは、

1960年から5年 ごとにNHKが実施 している他には

類のない 「生活時間調査」 とい う調査の担当者 とし

て、編成や番組制作の基礎 となるデータの提供を通

して間接的にでも放送や番組を支えられたことと、

時間とい う切 り口から見た日本人の生活の実態や変

化についての分析結果を、書籍や研究誌に残せたこ

とです。細かいことに目を向ければ、良いことばか

りだつた訳ではありませんが、全体を通 してみれば、

上司・同僚・部下など多くの人に助けてもらいなが

ら、や りがいのある仕事をや らせてもらえ、成果を

形に残すことができ…と、良い思い出の方が多い幸

せな仕事人生だった思います。35年続けたからこそ、

こうい う気持ちにもなれたと思います。また、NHK
には新宿高校の卒業生が多く、いろいろな場面で先

輩や後輩にお世話になりました。

では、高校生の時から、自分がこういう形で職業

人生を送ることを想像 していたかとい うと、そ うで

はありません。高校生だった 1970年 ごろは、まだ、

女性は結婚 したら家庭に入るのが当たり前とい う時

代でしたし、一生働き続けるとい う明確なイメージ

は持つていませんでした。ただ、大学進学の際に、

何か専門性の強い学部、学科で勉強をしたいとい う

思いは強く持っていました。単純なきっかけですが、

たまたま見た聴覚障害の人が主人公の ドラマを見て

聴覚障害児の教育に興味を持ち、そ うい う学科のあ

る東京学芸大学に進学。 4年間、専門的な勉強をみ

つちりしましたが、就職する決心がつかず、猶予期

間のような形で大学院に進学 しました。ここでさら

に勉強を重ね、先輩 と話 したり学問以外のいろいろ

な書物に触れたりするうちに、一生仕事を続けてい

こうとい う気持ちが固まっていきました。

そして大学には残 らず就職 しようと決めましたが、

当時、大学院出の女性が試験を受けられるのは、ほ

ぼ教職、公務員、マスコミに限られていました。教

職 と公務員は受からず、最難関と思われた NHKの
みなぜか合格。ただし、最初に思い描いていた 「番

組制作」の仕事ではなく管理系の職種で入局し、図

らずも、それまで全く知らなかった世論調査の仕事

をすることになり、一から勉強を始めて今 日に至つ

ています。

このように、私の仕事人生は、高校や大学の時点

で確かな目標やそれを実現するための計画を持ち、

それに沿つて進んできたものとい うわけではありま

せん。特に学生時代は、迷い、その度に真貪1に考え

て、何度か方向転換 しつつ選んできた道のりと言え

るでしょう。また、社会人になれば当然、や りたい

仕事だけをできるわけではありませんが、担当した

仕事については、常にその意味を問い、課題 と面白

さを見つけながら少 しでもそれをよくしようと取 り

組んできました。また、ひらめき型ではなくコツコ

ツ型の私は、とにかくどんな時でも…辛い時でも落

ち込んでいる時でも、むしろそんな時こそ…目の前

のことを一つ一つ終えていくことを心がけました。

その積み重ねが 35年 とい う歳月になったと思いま

す。

私の経験から最後に一言。新宿高校出身とい うだ

けで、会話の糸日ができ、普通だったら親 しくして

いただけないような偉い方 ともお付き合いすること

ができるなど、私がそ うであつたように、きつと皆

さんも、これから先の人生の至るところで、新宿高

校の縁を感 じることと思います。こうした伝統校の

強みも生かして、どうぞ心豊かな人生を送つてくだ

さい。

(朝陽同窓会のご協力を得て「先輩からの言葉」を掲載して

います。)
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